
 

第１回 小諸新校再編実施計画懇話会まとめ 
 

日 時 令和２年（2020年）12月 17日 18時 00分～19時 30分 

場 所 小諸市市民交流センター 会議室１・２・３ 

出 席 
（敬称略） 

田中 尚公，小林 秀夫，市川 美香，塩川 秀忠，柴崎 晋輔，清水 信，甘利 庸子，吉沢 久 

高見澤 敏光，鷹野 昭裕，土屋 壮亮，土屋 竹志，福澤 みゆき，鹿取 俊彦，岩本 秀幸，原 周一郎

寺島 克彦，金子 房夫，小口 貴子，佐藤 大輝，小林 あやの，栁澤 海里 （以上 22名） 

欠 席 
（敬称略） 

西村 廣一，山下 千鶴子，北澤 隆司 

（以上３名） 
傍聴者 ５名 

事務局 

小諸商業高校 藤澤 教頭（事務局長），原 教諭，中村 教諭，松澤 教諭，植原 教諭 

小諸高校 倉下 教頭（副事務局長），金子 教諭，坂口 教諭，井出 教諭，甲田 教諭 

県教育委員会 駒瀬 高校再編推進室長，上原 主幹指導主事，高野 担当係長，上原(一) 主任指導主事 

当日資料 次第，構成員名簿，席図，開催要綱，説明資料，小諸商業高校と小諸高校の３つの方針，グランドデザイン     

 

会議事項 

（１）座長選出   ◎高見澤敏光 構成員を座長に選出 

（２）「高校改革～夢に挑戦する学び～」（県教委より説明） 

   ①「実施方針について」 

   ②「再編・整備計画【一次】」 

③小諸新校の学校像 

（３）質疑応答及び意見交換 
 

構成員から出された主な意見（要旨） 

【小諸新校の学校像】 

・様々なことが学べ、自分がなりたい人になれる（なりたい自分になれる）夢がかなう学校 

・若者や高校生が活躍する舞台が「小諸」となるような街づくりと連携した新たな高校づくりが必要 

・世界にはいろいろな仕事があり、いろいろな人がいる中で、自分自身の枠を作り、自分だけの枠組みにあて

はめて小さくまとめず、大きく世界に飛び出せるような、スケールの大きい生徒を育ててもらいたい。 

・デュアル学習システムへの取り組みの成果が表れてきている学校もある。大人も子どもも双方で学びあわな

ければいけない時代。各学科での学びは、地域を支えていく若者の育成にとって必要。 

・高校生との連携・協働を実践して、私たちも高校生からいろいろ学ばせてもらいたい。 

・現在、多学科（商業科・普通科・音楽科）において学習されていることをもっと活用したらどうか。それら

が小諸の地から発信できればよい。 

・フィールドワーク、グループワーク、コミュニケーション、これからの時代だからこそ必要になってくる。 

・小諸新校の教育ばかりでなく、これからの教育は、いかに「本物」に触れ、「本物」に学ぶかが重要。「スケ

ールの大きい若者」を育てるためにも、そのきっかけがつかめる高校でなければならない。 

 

その他 

【次回】 

日時：令和３年（2021 年）１月 25 日（月）18 時～19 時 30 分 

会場：小諸市市民交流センター 会議室１・２・３ 

内容：大正大学 地域創生学部教授 浦崎 太郎氏による講演及び意見交換 
 


